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本資料お取扱い上の注意

本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的として

おりません。

本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を

保証するものではありません。本資料中の情報によって生じた障害や損害については、

当社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき

当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、

事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記述されている将来見通

しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。

【 I R 窓 口 】 ストラテジック プランニング サービス

e-mail：ir@modulat.com Tel：03-5575-5721 Fax： 03-5575-0633
http://www.modulat.com/
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【 コンテンツ 】

事業計画

◇市場規模と動向
◇ ITASのマーケット規模
◇ 第８期の事業計画ハイライト
◇ 売上高の推移
◇ 売上総利益の推移
◇ 経常利益の推移
◇ 主要指標の推移
◇ 下期偏重型の業績について
◇ 第８期のビジネス拡大施策
◇ 第８期の業績向上施策
◇ 中長期的な事業方向性

決算報告

◇決算ハイライト
◇ 損益計算書
◇ 貸借対照表
◇ キャッシュ・フロー計算書
◇ 売上高の推移
◇ 売上総利益の推移
◇ 経常利益の推移
◇ 主要指標の推移
◇ その他

事業内容

◇会社概要

◇ モジュレが目指す価値

◇ 主力事業「ITAS」とは

◇ 「ITAS」の価値（契約前）

◇ 「ITAS」の価値（契約後）

◇ 「ITAS」の実際

◇ 事業の特徴／強み



modulat

【 事業内容 】
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【 事業内容 1/7 】 会社概要

モジュレは、
「小型コンピューター」

「利用技術」のプロ達が創設した
ITアウトソース・エージェンシーです。

（2006年5月31日現在）

会社名 モジュレ株式会社 

所在地 〒107-0052 東京都港区赤坂二丁目10番9号 

代表取締役 松村　明 

設立 •設立1999年9月

資本金 121,250千円 （7月19日現在　254,219千円)

売上高 2,021百万円 （2006年05月期）

従業員数 36名 

主要得意先

取引銀行 三菱東京UFJ銀行、三井住友銀行、スルガ銀行、みずほ銀行　など

明治乳業株式会社、三菱鉛筆株式会社、高千穂電気株式会社、
株式会社東武百貨店、カルピス株式会社　など

パソコンやPCサーバーの事
（殆どの企業で使用中）

PCやソフトはメーカーが、
造りますが、そのままでは
動きません！ ・・・ そして、
何を？どう？組み合わせ
て、使い易く、安定させる
か？が利用技術です。
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【 事業内容 2/7 】 モジュレが目指す価値

日本企業のIT投資は本当に業績の向上や社員の幸せに寄与しているか？

無用な
システム構築

システ運用業務
の無駄

企業内の
IT専門家の
独断

パソコン/PCサーバーの基盤環境に於ける「日本の標準化」を確立する事により、
日本企業のIT投資を最適化し、健全なIT社会の発展に寄与し、
顧客企業の「業績向上」とそこで「働く方々の幸せ」を追求します！

modulate（変調）します！

IT業界の慣行

No !
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実績

【 事業内容 3/7 】 主力事業「ITAS」とは

モジュレの主力事業 「ITAS」＆「ITAS-Plus」は、
企業の情報システム部門のPC/PCサーバー関連業務を、

専門スキルとノウハウで効率よく代替（ｱｳﾄｿｰｽ）する統合的なサービス事業です。

【 ITAS-Plus 】
システム製品調達代行サービス

（都度契約）

【 ITAS-Plus 】
システム基盤構築サービス

（都度契約）

【 ITAS 】
システムの維持管理のオーダーメイドサービス

（年間契約・月払い＋追加ｵﾌﾟｼｮﾝ）

上場企業数社を含む約30社のクライアント様と
年間3.5億円以上の継続サービス契約を締結し、

PC約7000台等へのサービスを提供しております。
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【 事業内容 4/7 】 「ITAS」の価値（契約前）

【企画・基礎業務】
企画立案 情報収集

ITｽｷﾙ維持 技術検証

【導入構築業務】
製品比較検討

購買交渉 購買契約
納期調整 テスト
導入後評価

【ﾕｰｻﾞ支援業務】
利用ﾙｰﾙ策定
ﾕｰｻﾞｰ教育
問合せ対応

【障害対応業務】
障害分析 障害回復
保守会社調整
障害報告

【管理業務】
IT資産管理
ﾗｲｾﾝｽ管理
ﾕｰｻﾞｰ管理
人事異動対応

【運用業務】
障害予防
ｾｷｭﾘﾃｨ対策
正常稼動監視
設備運用

【企業のIT担当者】

【 IT企業の営業】

PCなんて簡単だって言うけど、
専門家でもないのに、

こんな難しい多くの事は出来ないよ！
その上凄い営業攻勢だし。

コンピュータ・システムを正常に使う為には（PC/PCサーバーの基盤環境だけでも）
多くのとても煩雑で難しい業務が必要なのです。

？
？
？

？
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【 事業内容 5/7 】 「ITAS」の価値（契約後）

【企画系ｻｰﾋﾞｽ】
立案支援 情報収集

ITｽｷﾙ維持 技術検証

【導入構築ｻｰﾋﾞｽ】
製品比較検討

購買交渉 契約支援
納期調整 テスト
導入後評価

【ﾕｰｻﾞ支援ｻｰﾋﾞｽ】
利用ﾙｰﾙ策定
ﾕｰｻﾞｰ教育
問合せ対応

【障害回復ｻｰﾋﾞｽ】
障害分析 障害回復
保守会社調整
障害報告

【管理系ｻｰﾋﾞｽ】
IT資産管理
ﾗｲｾﾝｽ管理
ﾕｰｻﾞｰ管理

人事異動対応支援

【運用系ｻｰﾋﾞｽ】
障害予防
ｾｷｭﾘﾃｨ対策
正常稼動監視
設備運用支援

【企業のIT担当者】

【 IT企業の営業】

コンピュータ・システムを正常に使う為の多くのとても煩雑で難しい業務を、
「専門のサービス」と「専用のシステム」によりワンストップで提供します。

【モジュレ】

煩雑で難解な
IT業務は私達に
お任せ下さい！

選別 交渉

ITAS & ITAS-Plus （メニュー例）

やっと我社の
競争力を高める
システムの企画
をやれるぞ！
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【 事業内容 6/7 】 「ITAS」の実際

① 新技術評価 ⇒ テスト ⇒ 都度レポート ⇒ テスト導入

② IT製品の選定 ⇒ メーカーとの条件交渉代行 ⇒ 購買代行（販売）

③ 導入時の設定作業 ⇒ 配送 ⇒ 現地据付（又は遠隔支援）

④ 資産管理、資源監視（不正動作監視を含む）

⑤ ライセンス管理 （PC情報の取得サービス）

⑥ 修正プログラム（セキュリティー対策用も含む）の配付

⑦ 利用者への操作支援 ⇒ 利用状況の評価

⑧ 障害検知 ⇒ 障害判別 ⇒ 障害回復の立案

⑨ 障害回復作業 (機器の修理、設定変更等）

⑩ 不用品の回収 ⇒ データ消去 ⇒ 廃棄（又は再利用）

⑪ 定期報告会 (及び顧客の情報投資方向性の理解）

① 新技術評価 ⇒ テスト ⇒ 都度レポート ⇒ テスト導入

② IT製品の選定 ⇒ メーカーとの条件交渉代行 ⇒ 購買代行（販売）

③ 導入時の設定作業 ⇒ 配送 ⇒ 現地据付（又は遠隔支援）

④ 資産管理、資源監視（不正動作監視を含む）

⑤ ライセンス管理 （PC情報の取得サービス）

⑥ 修正プログラム（セキュリティー対策用も含む）の配付

⑦ 利用者への操作支援 ⇒ 利用状況の評価

⑧ 障害検知 ⇒ 障害判別 ⇒ 障害回復の立案

⑨ 障害回復作業 (機器の修理、設定変更等）

⑩ 不用品の回収 ⇒ データ消去 ⇒ 廃棄（又は再利用）

⑪ 定期報告会 (及び顧客の情報投資方向性の理解）

（ 青字（濃）は「システム対応」、青字（淡）は「半システム対応」でサービス提供 )

「 いつでも傍にいて、多くを語らなくても、困った時に、助けてくれる。」
そんなビジネスパートナーなら大切にしたい。

モジュレはそんな顧客企業の声にお応えするITアウトソースエージェンシーです。



mdl((mdl002(決算説明会資料_2006年05月期)20060719B.ppt
Page : 11modulat

【 事業内容 7/7 】 事業の特徴／強み

事業領域のバリュー
◆ 大手ベンダーの強みが発揮出来ない領域 （小型ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ特化）

◆ 顧客との「継続的関係」を構築可能な期間 （継続サービスに重点）

◆ 企業毎の差異が少なく「横展開」し易い環境

事業構造のバリュー
◆ IT業界における明確な「中立性」 （利用技術に特化）
◆ 業種を問わないビジネスモデル
◆ 労働集約型ではない利益構造 （専門サービスと専用システム）

◆ 労働契約に準拠した厳格な「機密保持性」

利益構造のバリュー
年間契約による安定した収益 （ITAS・基本）と
ITAS契約をベースとして得た顧客企業の信頼から依頼される
様々なスポット収益（ITAS・ｵﾌﾟｼｮﾝ、ITAS-Plus）の二重構造

One Stop Service !

顧
客
企
業
を
知
る
仕
組
み
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【 決算報告 】
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【 決算報告 1/9 】 決算ハイライト

６．２％１９４．８％６４６０２１当期純利益

７．５％１７７．０％１１０１０２３９経常利益

１．７％２０１．３％１２１１１９４０営業利益

△ ０．７％４１．６％３４６３４７２４４売上総利益

０．４％３０．４％２，０２１２，０１３１，５５０売上高

計画比前期比実績計画実績

06/5期05/5期

（単位：百万円）

◆ 当期は、ＩＴＡＳサービスで既存顧客の契約増、新規顧客の獲得、

一部の既存顧客での効率性の改善等により収益性が向上し、
売上高･売上総利益･経常利益ともに増加しております。
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【 決算報告 2/9 】 損益計算書

6,853.98円2,720.13円1,574.06円EPS

１．８P３．２%１．４%０．９%当期純利益率

３１．９%１５．５%１０．１%ROE

１９４．８%６４２１１２当期純利益

２．９P５．５%２．６%２．０%経常利益率

１７７．０%１１０３９２７経常利益

３．４P６．０%２．６%２．０%営業利益率

２０１．３%１２１４０２７営業利益

△ ２．１P１１．１%１３．２%１６．２%販管費比率

１０．０%２２４２０４２２７販売管理費

１．３P１７．１%１５．８%１８．２%売上総利益率

４１．６％３４６２４４２５５売上総利益

３０．４％２，０２１１，５５０１，４０４売上高

増減（対前期比）06/5期05/5期04/5期

※04/5期、05/5期のEPSは株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を記載しております。

（単位：百万円）
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【 決算報告 3/9 】 貸借対照表

利益剰余金 他

資本金・資本剰余金

負債合計

有形固定資産

（減価償却費

累計額）

６２．７４２４７９．９５９５２１．３１４４２１．３１５８固定資産

１００．０６７７１００．０７４５負債・純資産 合計１００．０６７７１００．０７４５総資産

１６．１１０９６．７４９１６．５１１１１４．６１０８投資その他の資産

２１．０１４２１３．４１００２．７１８４．３３１無形固定資産

３７．３２５２２０．１１４９株主資本（資本）２．１
１４

( ３１）
２．４

１７

( ２４)

２１．５１４５３９．７２９６固定負債２．７１８４．９３６その他

２１．６１４６２７．８２０７その他１９．４１３１２０．９１５６商品

４．５３０５．９４３未払金３０．９２０９１１．１８２売掛金

１５．１１０２６．５４８買掛金２５．７１７４４１．８３１１現預金

４１．２２７９４０．２２９９流動負債７８．７５３３７８．７５８７流動資産

構成比金額構成比金額構成比金額構成比金額

06/5末05/5末06/5末05/5末

（単位：百万円）

有利子負債05/5期443百万円 ⇒ 06/5期230百万円（48.1％減）
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【 決算報告 4/9 】 キャッシュ･フロー計算書

１７４３１１現金及び現金同等物の期末残高

△ １７５３２財務キャッシュ・フロー

△ １６△ ４投資キャッシュ・フロー

５４１営業キャッシュ・フロー

06/5期05/5期区分

（単位：百万円）

◆ 営業キャッシュ･フロー ： 当期純利益増により、前期に比べ大幅増

◆ 投資キャッシュ･フロー ： 固定資産（ソフトウェア）取得により支出

◆ 財務キャッシュ･フロー ： 長期借入金の返済、社債の返済により支出
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【 決算報告 5/9 】 売上高の推移

合計 450 552 1,146 1,405 1,550 2,021
対前年比 - -  22.7% 107.6% 22.6% 10.3% 30.4%

134 233 191 404 510 506316 319
955

1,001 1,040
1,515

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期

商品販売

ITｻｰﾋﾞｽ

（単位：百万円）

◆ ＩＴサービスは、既存顧客との継続的なサービス契約は堅調でしたが、

前事業年度は大型構築案件があった為、若干の減収となりました。
◆商品販売は、新規大型案件受注に伴うＰＣ／サーバー･システムの構築、

ＩＴ製品の調達代行等により大幅な増収となりました。
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【 決算報告 6/9 】 売上総利益の推移

合計 86 132 190 255 244 346
総利益率 19.3% 23.9% 16.7% 18.2% 15.8% 17.1%

51 56 22
149 125 16436 76 168
106 119

183

0

100

200

300

400

500

600

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期

商品販売

ITｻｰﾋﾞｽ

（単位：百万円）

◆ ＩＴサービスは、自動化や効率化の推進により、利益率が向上しております。
◆商品販売は、仕入価格の低減により、利益率が若干改善されております。



mdl((mdl002(決算説明会資料_2006年05月期)20060719B.ppt
Page : 19modulat

【 決算報告 7/9 】 経常利益の推移

合計 -6 16 40 27 39 110
経常利益率 -1.3% 2.9% 3.5% 2.0% 2.6% 5.5%
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16
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110
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130
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（単位：百万円）

◆ 経常利益は、2.7倍に大幅増加しております。
◆ 経常利益率は、売上総利益の伸びに対し販管費の増加が
10%程度であった為、2.9ポイント増加しております。
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【 決算報告 8/9 】 主要指標の推移

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期

ｸﾗｲｱﾝﾄ数（社） 13 16 23 28 28 35

継続契約額
（百万円）

- - - - - - 217 258 343

社員数（人） 10 17 24 30 32 36

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期

経常利益率 -1.3% 2.9% 3.5% 2.0% 2.6% 5.5%
EPS （円） -1,924 1,132 4,893 1,574 2,720 6,854

配当性向 ー ー 4.2% 20.0% 20.0% 16.4%
（予）

◆ 継続契約が順調に増加しており、ＩＴサービス売上に貢献しています。
◆ 今期の配当性向は16.4%の予定ですが、これは株式分割の影響によるもので、
当期純利益に対して前年通り20%を配当する予定です。
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【 決算報告 9/9 】 その他

特定顧客への依存度の減少

◇ 05/5期 ： 売上高比率＝65.2% 売上総利益の比率＝60.0%

◆ 06/5期 ： 売上高比率＝27.6% 売上総利益の比率＝28.5%

顧客セグメント毎の売上利益率の傾向性

ITサービス 商品販売

大企業 【　中　】 【　低　】

中小企業 【　高　】 【　低　】



modulat

【 事業計画 】
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【 事業計画 1/11 】 市場規模と動向

規模（兆円） ％ 規模（兆円） ％ 対05年

全IT市場 11.8 100% 1.8% 12.8 100% 8%

ITサービス 4.7 40% 3.5% 5.6 44% 19%

ITｱｳﾄｿｰｽ 1.8 15% 6.0% 2.4 19% 33%

2005年 2010年平均
成長率

◆ ITアウトソースのマーケットは2010年迄で6000億円拡大！

（出展 ： IDC-Japan)
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【 事業計画 2/11 】 ITASのマーケット規模

ITアウトソース市場 ： 2005年 = 1.8兆円、 2010年 = 2.4兆円

残りの基盤環境部分の内、約半分は大型システム関連と考えられるので、
小型ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを対象とする「モジュレの「モジュレのITASITAS」のマーケット規模は」のマーケット規模は

20052005年年 = = 16001600億円、億円、 20102010年年 = = 23002300億円億円 （当社推定値）

ITASの対象企業（30人～5000人）は従業員数で全体の約60%なので、
2005年 = 1.0兆円、 2010年 = 1.4兆円 （出展：総務省統計局）

ITアウトソースの約２／３はシステム開発関連と考えられるので、
2005年 = 3300億円、 2010年 = 4600億円 （当社推定値）
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【 事業計画 3/11 】 第８期の事業計画ハイライト

－

９６

１６８

１７１

３７０

１，６１７

下期計画

－

２

４

１４

２０８

８２２

上期計画

2007年5月期予想

－

４７

８１

８７

２０６

１，３６３

下期

2,139.49

１７

２９

３３

１３９

６５８

上期

2006年5月期実績

１８６１２１営 業 利 益

7,153.28

９８

１７２

５７８

２，４３９

通期計画

6,853.98E P S ( 円 )

６４当 期 利 益

１１０経 常 利 益

３４６売上総利益

２，０２１売 上 高

通期

◆当事業年度は、IPOも含めビジネス拡大の好機と捉え、「規模の拡大」と
「効率の向上」を目指し、今後の飛躍の為の基礎固めを行う予定です。

◆新規顧客獲得を重点目標として、必要な施策を展開していく予定です。

（単位：百万円）
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【 事業計画 4/11 】 売上高の推移

合計 450 552 1,146 1,405 1,550 2,021 2,439
対前年比 - -  22.7% 107.6% 22.6% 10.3% 30.4% 20.7%

134 233 191 404 510 506316 319
955

1,001 1,040
1,515

1,125

1,314

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期 07/5予

商品販売

ITｻｰﾋﾞｽ

（単位：百万円）

◆ ＩＴサービスは、積極的な営業展開により、倍増を計画。
（レンタルPC付きサービスが増加予定の為、その計上方法による部分を含む）

◆商品販売は利益率を重視し選定を行う為、前事業年度を若干下回る計画です。
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【 事業計画 5/11 】 売上総利益の推移

合計 86 132 190 255 244 346 578
総利益率 19.3% 23.9% 16.7% 18.2% 15.8% 17.1% 23.7%

51 56 22
149 125 16436 76 168
106 119
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商品販売

ITｻｰﾋﾞｽ

（単位：百万円）

◆ ＩＴサービスは、人員増等により若干低下する見込みです。（将来への布石）
◆ 商品売上は、案件選定及び仕入価格の改善で利益率の向上を目指します。

◆ 全体では、業務の自動化や効率化を継続し6.6ポイントの向上を目指します。



mdl((mdl002(決算説明会資料_2006年05月期)20060719B.ppt
Page : 28modulat

【 事業計画 6/11 】 経常利益の推移

合計 -6 16 40 27 39 110 172
経常利益率 -1.3% 2.9% 3.5% 2.0% 2.6% 5.5% 7.1%

-6 16 40 27 39

110
172

-50

0

50

100

150

200
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（単位：百万円）

◆ 総利益率の向上により、経常利益率は1.6ポイントの向上を目指します。



mdl((mdl002(決算説明会資料_2006年05月期)20060719B.ppt
Page : 29modulat

【 事業計画 7/11 】 主要指標の推移

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期 07/5予

ｸﾗｲｱﾝﾄ数（社） 13 16 23 28 28 35 60

年間継続契約額
（百万円）

- - - - - - 217 258 343 845

社員数（人） 10 17 24 30 32 36 60

01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期 07/5予

経常利益率 -1.3% 2.9% 3.5% 2.0% 2.6% 5.5% 7.1%

EPS （円） -1,924 1,132 4,893 1,574 2,720 6,854 7,153

配当性向 0.0% 0.0% 4.2% 20.0% 20.0%
16.4%
（予）

20.0%
（予）

◆ 当事業年度は、IPOを含めビジネス拡大の好機と捉え、継続契約の大幅増を
目指します。又、それに伴い人員増等も計画しております。

◆配当性向は、内部留保を考慮しつつも、一定水準を確保します。
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【 事業計画 8/11 】 下期偏重型の業績について

構成比 32.6% 67.4% 33.7% 66.3%

構成比 40.3% 59.7% 36.0% 64.0%

0
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200,000

300,000

400,000
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◆ 前事業年度と同様な推移見込みです。

（売上が１２～１月、３～４月の顧客の事業年度の変わり目に偏る為）

売上高

総利益
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【 事業計画 9/11 】 第８期のビジネス拡大施策

既存顧客の維持既存顧客の維持

施策 ： 「顧客企業への踏み込み」 「サービス標準化」 「業務効率化」

既存ビジネスの拡大既存ビジネスの拡大

内部統制ソリューション内部統制ソリューション

「J-SOXビジネス対応」
「ITASへの組み込み」
「特定分野への営業活動」

「「ITASITASスタンダード」の拡販スタンダード」の拡販

「中小企業向けにセミオーダー・パッケージでIT全般をご提供するサービス」
「好調のレンタルPC付サービスも含み、顧客はIT資産を保有しないで済む」

（テスト展開中。高利益率）

パートナービジネスの拡大パートナービジネスの拡大

「過去に手が回らなかった
パートナーからの依頼対応」
「新規チャネルの開拓」「組織化」
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【 事業計画 10/11 】 第８期の業績向上施策

新規営業部隊の拡大新規営業部隊の拡大

管理体制／ディスクローズ体制の強化管理体制／ディスクローズ体制の強化

新業務システムによる効率化新業務システムによる効率化

「社内システム」 ＋ 「Web-CR」 （ネットを使った顧客対応の推進）

サービスの自動化の更なる推進サービスの自動化の更なる推進

「現システム対応サービスの精度向上」、「PCコントロール強化」等
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【 事業計画 11/11 】 中長期的な事業方向性

ITITサービスのキーワードサービスのキーワード

当社の事業拡大イメージ当社の事業拡大イメージ

中長期的な目標中長期的な目標

評価管理予防保守運用／障害対応

成長後期成長後期
（07/5期~）

成長前期成長前期
（05/5期~06/5期）

創業後期創業後期
（03/5期~04/5期）

創業初期創業初期
（00/4~02/5期）

・商品販売の本格開始
・ITサービスに特化

・成長構造の確立

・ 属人性の高い事業から脱却

・新規契約増
・企業向けに特化

・規模と利益率の追求

・IPO
・日本標準への挑戦

・新技術への追従

・優れた組織の構築

①管理PC数 : 30,000台 （現7,000台）

②経常利益率 : 向上 （今期予測7.1%）

③ 自社拠点 : 全国主要都市へ

④配当性向 : 向上 （今期予測20.0%）


